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　平成２５年６月に刊行された男女共同参画白書によると、経済成長の担い手としての女性の可能性が注目され
ています。より多くの女性が新商品・新サービスの開発に参画することで、新しい市場の開拓が期待されること
や、生産年齢人口の減少による影響を女性の就業拡大によって緩和することができるとされています。

　日本の平成24年における全就業者に占める女性の割合は
42.3％であり、海外の主要国と比べて大きな差は見られません。
　しかし、管理的職業における女性の割合は11.1％となっており、
欧米諸国のほか、シンガポール、フィリピンといったアジア諸国
と比べても低い水準にとどまっています。
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①女性の管理職率

　白書では、平成13年から23年にかけて男性の家事関連
時間は増加したものの、女性との差は依然として大きいこ
とが指摘されています。
　性別に捉われず誰もが社会で力を発揮する機会を得る
ためには、男性が家事や育児に参加する事に対する社会
的抵抗感をなくしていき、新たな視点から互いの活躍の場
を広げていくことが必要です。

③男性の家事関連時間

②なぜ昇進を望まない？ 男女の違い
出所：平成25年版男女共同参画白書

出所：平成25年版男女共同参画白書
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～平成２５年版
男女共同参画白書より～

　女性管理職が少ない理由として、「女性が昇進を希望しない」
と指摘されることがありますが、白書では昇進を望まない理由を
男女別で調査した結果も紹介しています。それぞれで最も割合
が高い理由は以下のとおりです。
≪課長以上への昇進を望まない理由≫
・女性：「仕事と家庭の両立が困難になる」
・男性：「メリットがないまたは低い」
　このように、昇進を望まないという点では同じでも、女性は男
性と比べて家庭の負担が原因になることが多いようです。


